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改善報告書 

 

令和８年７月１７日 

 

１．大学名：至誠館大学 

 

２．認証評価実施年度：令和５年度 

 

３．「改善を要する点」の内容 

基準項目：５－３ 

○評議員会に対して監査報告書を提出しておらず、監査報告を行っていない。 

 

４．改善状況及び結果 

基準項目５－３について 

〇令和６年５月２２日開催の令和６年度第２回評議員会において、令和５年度事業報告及び  

収支決算について、経理関係帳簿と証憑書類を監査し全て適正かつ正確に処理されている 

旨中村哲夫監事から報告があった。同評議員会議事録にも記載されている。 

 

５．エビデンス（根拠資料）一覧 

基準項目５－３の資料 

・令和６年度第２回評議員会議事録 

・監査報告書 
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令和８年７月１７日 

 

１．大学名：至誠館大学 

 

２．認証評価実施年度：令和５年度 

 

３．「改善を要する点」の内容 

基準項目：６－２ 

○「至誠館大学自己点検・評価規程」に規定する総括評価が未評価、法人白書が未作成など、

規則に基づく事項を実施していないため、改善が必要である。 

 

４．改善状況及び結果 

基準項目６－２について 

〇自己点検・評価規程第7条第２項に規定する「総括評価」については、第７条第１項の各

点検委員会が実施した点検・評価結果を取り纏めた報告書に評価運営委員会（令和８年６月

１日開催）において総括評価を加え、教授会（令和８年６月１７日開催）、評議員会（令和

８年９月２５日開催予定）、理事会（令和８年９月２５日開催予定）に報告予定。 

〇法人白書については、自己点検・評価規程第7条第４項（改正前規定）において、 

４ 大学全体を総括した自己点検・評価結果については、評価運営委員会において、４年ご 

 とに「法人白書」としてまとめるものとする。 

と規定していたが、令和６年１月３１日開催の令和５年度第14回現代社会学部教授会にお

いて規程改正を行い、この規定を削除した。理由としては、毎年の自己点検・評価を総括

することで問題点を明確化し、かつ４年ごとに白書を作成することで問題点の改善状況を

明らかにすることを目的としていたが、様々な時間的制約等により実施が困難な状況であ

るとの判断から、実態に合わせて規定を変更したもの。今後は、毎年度実施する自己点

検・評価においての課題発見と改善の精度を高めることにより、至誠館大学における教育

研究水準の向上及び教育研究組織の活性化を図り、特色のある大学づくりを進めていく。 

 

 

５．エビデンス（根拠資料）一覧 

基準項目６－２の資料 

・令和５年度第１４回教授会（令和６年１月３１日）議事録  

・至誠館大学自己点検・評価規程一部改正新旧対照表 

・至誠館大学自己点検・評価規程 

・令和８年度第１回 自己点検・評価運営委員会（令和８年６月１日）議事録  

・令和８年度第３回教授会（令和８年６月１７日）議事録 

  ・令和８年度第１回理事会議事概要 


